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        No. 2660
2023 年 12 月 18 日

【
う
ら
へ
続
く
】

国
連
総
会 

ガ
ザ
停
戦
決
議

加
盟
国
の
８
割　
１
５
３
カ
国
が
賛
成

     
決
議
の
採
択
を
歓
迎
す
る

               
日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
が
談
話

 

　

国
連
総
会
は
12
日
、
ガ

ザ
の
「
即
時
の
人
道
的
停

戦
」
を
求
め
る
決
議
を
加

盟
国
の
約
８
割
に
あ
た
る

１
５
３
カ
国
の
賛
成
多
数

で
採
択
し
ま
し
た
。
日
本

政
府
は
前
回
の
同
様
の
決

議
に
は
棄
権
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
13
日
、
談
話

（
以
下
は
要
旨
）を
発
表
し

ま
し
た
。

　

一
、決
議
の
採
択
は
、世

界
の
世
論
と
運
動
の
結
果

で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、

停
戦
実
現
に
向
け
た
重
要

な
一
歩
と
し
て
心
か
ら
歓

迎
す
る
。

　

一
、日
本
共
産
党
は
、ガ

ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の

中
止
、
即
時
停
戦
を
求
め

る
声
明
を
発
表
し
、
国
際

政府の法人化案に懸念

       学術会議が声明

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

日
本
学
術
会
議
の
変

質
・
法
人
化
を
ね
ら
う
政

府
の
有
識
者
懇
談
会
（
13

日
）
に
先
立
つ
９
日
、
日

本
学
術
会
議
は
臨
時
総
会

を
開
き
、
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

声
明
は
、
学
術
会
議
の

機
能
を
強
化
す
る
に
は
、

政
府
か
ら
の
独
立
性
の
確

保
や
自
律
的
な
運
営
の
保

証
、
財
政
支
援
の
強
化
な

ど
が
必
要
だ
と
強
調
。
会

員
・
会
長
選
考
の
自
律
性
・

独
立
性
の
確
保
は
最
も
重

視
さ
れ
る
べ
き
で
、
さ
ら

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定
電
話
が
来

年
１
月
か
ら
IP
電
話
に
移

行
。「
一
部
の
電
話
サ
ー
ビ

ス
は
終
了
す
る
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
便
乗

し
た
詐
欺
に
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
る
」「
加
入
者
の

手
続
き
や
工
事
は
必
要
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×　

  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
、

冬
休
み
特
別
公
開
。「
12
月

21
、
22
、
28
日
。
1
月
４
、

５
日
。
い
ず
れ
も
午
後
」

「
館
内
の
ス
タ
ン
プ
６
つ

そ
ろ
え
て
、
お
菓
子
の
す

く
い
ど
り
！
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
派
閥
の
パ
ー
テ

ィ
ー
券
裏
金
疑
惑
。「
安
倍

派
の
宮
沢
防
衛
副
大
臣
は
、

収
支
報
告
書
の
不
記
載
は

的
働
き
か
け
を
行
い
、
国

会
論
戦
で
も
日
本
政
府
の

姿
勢
を
厳
し
く
た
だ
し
て

き
た
。

　

一
、
国
連
加
盟
国
の
圧

倒
的
な
声
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
そ
れ
を
政
治
的
・
軍

事
的
に
支
援
し
「
戦
争
犯

罪
の
共
犯
者
」
と
な
っ
て

い
る
米
国
の
国
際
的
な
孤

立
を
鮮
明
に
し
た
。
わ
が

党
は
両
国
に
即
時
停
戦
に

応
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

　

日
本
政
府
は
米
国
の
顔

色
を
う
か
が
う
従
来
の
態

度
を
あ
ら
た
め
、
米
国
が

国
連
総
会
決
議
に
従
う
こ

と
を
強
く
迫
る
外
交
を
行

う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

な
る
改
革
の
必
要
性
や
内

容
は
、
学
術
会
議
が
決
定

す
べ
き
も
の
だ
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

総
会
で
は
会
員
か
ら
、

「
法
人
化
は
も
と
も
と
独

立
性
を
高
め
る
も
の
で
は

な
く
、
監
督
官
庁
の
統
制

が
強
化
さ
れ
る
仕
組
み

だ
」「（
政
府
は
）
会
員
任

命
拒
否
の
実
質
的
な
正
当

化
を
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
批
判
や

懸
念
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

派
閥
か
ら
の
指
示
、
し
ゃ

べ
る
な
と
も
言
わ
れ
て
い

た
と
明
か
し
た
」「
裏
金
疑

惑
は
岸
田
派
や
二
階
派
、

麻
生
派
で
も
報
道
さ
れ
て

い
る
。
自
民
党
全
体
の
問

題
だ
」「
閣
僚
の
交
代
で
終

わ
る
話
で
は
な
い
。
だ
れ

が
い
く
ら
得
て
何
に
使
っ

た
か
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
」「
国
会
で
閉
会
中

審
査
も
や
っ
て
、
証
人
喚

問
す
れ
ば
い
い
」「
パ
ー

テ
ィ
ー
券
も
含
め
た
企

業
・
団
体
献
金
を
禁
止
す

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

時
事
通
信
の
世
論
調
査
。

「
岸
田
内
閣
支
持
は
17
・

１
％
と
初
め
て
１
割
台
に

落
ち
込
ん
だ
」「
自
民
党
の

支
持
率
18
・
３
％
よ
り
も
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

金
権
腐
敗
政
治
一
掃

パ
ー
テ
ィ
ー
券
も
規
制

  

日
本
共
産
党
が

  

企
業
・
団
体
献
金
全
面
禁
止
法
案

　

日
本
経
済
は
、賃
金
、社

会
保
険
料
負
担
、
税
金
の

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
求
め
る

財
界
の
要
求
に
従
っ
て
停

滞
。
そ
の
背
景
に
政
治
買

収
で
あ
る
企
業
・
団
体
献

金
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー

テ
ィ
ー
券
は
そ
の
大
半
を

企
業
・
団
体
が
購
入
し
、形

を
変
え
た
企
業
・
団
体
献

金
で
す
。

　

こ
の
現
状
を
変
え
る
た

め
、
日
本
共
産
党
は
５
日
、

「
企
業
・
団
体
献
金
全
面
禁

止
法
案
」
を
参
院
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

第
一
に
企
業
・
団
体
に

よ
る
寄
付
を
禁
止
し
ま
す
。

ま
た
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
収
入
を
寄
付
と
み

な
す
こ
と
に
よ
り
、企
業
・

団
体
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー

券
購
入
も
全
面
的
に
禁
止

し
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
券

購
入
の
公
開
基
準
は
現
行

20
万
円
超
で
す
が
、
寄
付

と
み
な
す
こ
と
で
、
寄
付

の
公
開
基
準
の
５
万
円
超

と
な
り
ま
す
。

首相も「統一協会広告塔」

    統一協会幹部と党本部で
    記念写真

　

岸
田
首
相
は
、
自
民

党
政
調
会
長
だ
っ
た

２
０
１
９
年
10
月
４
日

に
自
民
党
本
部
で
元
米

下
院
議
長
の
ギ
ン
グ

リ
ッ
チ
氏
ら
と
面
会
。

そ
の
際
に
、
統
一
協
会

の
関
係
団
体
「
天
宙
平

和
連
合
（U

PF

）
ジ
ャ

パ
ン
」
の
梶
栗
正
義
議

長
が
同
席
し
た
写
真
が

オスプレイ墜落で
アメリカに飛行停止求めず

  際立つ岸田政権の屈従ぶり

　

屋
久
島
沖
で
墜
落
し
た

オ
ス
プ
レ
イ
を
め
ぐ
っ
て
、

岸
田
政
権
の
ア
メ
リ
カ
へ

の
屈
辱
姿
勢
が
際
だ
ち
ま

し
た
。
政
府
は
飛
行
停
止

も
原
因
究
明
も
要
求
せ
ず

「
安
全
に
飛
行
し
て
く
だ

さ
い
」
と
懇
願
す
る
ば
か

り
。
米
国
防
総
省
は
「
日

本
か
ら
公
式
の
飛
行
停
止

低
い
。
自
民
支
持
層
か
ら

も
見
放
さ
れ
て
き
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
国
連
総
会
が
12
日
、

ガ
ザ
の
人
道
的
停
戦
を
求

め
る
決
議
を
１
５
３
カ
国

の
圧
倒
的
多
数
で
採
択
し

た
」「
日
本
も
賛
成
し
た
」

「
反
対
は
イ
ス
ラ
エ
ル
や

米
国
な
ど
10
カ
国
だ
け
。

国
際
的
孤
立
が
鮮
明
に

な
っ
た
」「
即
時
停
戦
が
世

　
「
通
研
の
ま
わ
り
に
は

イ
チ
ョ
ウ
の
樹
が
多
く
、

武
蔵
野
中
央
公
園
や
団
地

で
黄
葉
が
た
く
さ
ん
見
ら

な
い
の
も
、
根
源
に
あ
る

の
は
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
」政
治
で
す
。
い
ま
、そ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

界
の
声
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
年
の
漢
字
に
『
税
』。

「
自
民
党
の
裏
金
疑
惑
、関

西
万
博
で
増
え
る
公
費
投

入
、ま
や
か
し
の
『
減
税
』

の
あ
と
の
軍
拡
大
増
税
な

ど
が
頭
に
浮
か
ん
だ
」

「『
税
』
は
消
費
税
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た

２
０
１
４
年
以
来
２
回
目

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
翔
平
投
手
が
ド

ジ
ャ
ー
ス
入
り
。「
10
年
総

額
７
億
ド
ル
に
は
驚
い
た
。

メ
ジ
ャ
ー
史
上
最
高
額
と

の
こ
と
」「
97
％
は
後
払
い

と
の
こ
と
」「
入
団
会
見
で

は
勝
つ
こ
と
が
一
番
大
事
、

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優
勝

に
強
い
決
意
を
示
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日

の
５
日
に
は
、
統
一
協
会

の
韓
鶴
子
総
裁
が
出
席
し

たU
PF

「
ジ
ャ
パ
ン
サ

ミ
ッ
ト
」
が
名
古
屋
市
で

開
か
れ
、
自
民
党
の
細
田

博
之
議
員
（
故
人
）
が
出

席
・
講
演
し
、
梶
栗
氏
、
ギ

ン
グ
リ
ッ
チ
氏
と
そ
ろ
っ

て
記
念
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　

８
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
、
日
本
共
産
党
の
塩

川
議
員
は
「
こ
れ
ら
の
行

事
は
統
一
協
会
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト

だ
。
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
氏
は

U
PF

の
『
平
和
大
使
』
で

統
一
協
会
の
広
告
塔
だ
」

と
告
発
し
ま
し
た
。。岸
田

首
相
の
「
同
行
者
に
誰
が

い
た
か
承
知
し
て
い
な

い
」
と
の
繰
り
返
し
の
言

い
逃
れ
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

１
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
は
１
月

９
日
（
火
）
か
ら
発

行
予
定
で
す
。

要
請
は
受
け
て

い
な
い
」
と
公

言
し
ま
し
た
。

飛
行
停
止
は
構

造
的
欠
陥
を
自

ら
認
め
た
ア
メ

リ
カ
政
府
の
判

断
で
し
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
停
止
を

言
え
な
い
の
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
攻
撃

の
停
止
を
言
え

れ
る
」


